
警察署協議会議事概要

協議会名 神奈川県栄警察署協議会

日 時 令和５年10月25日（水）午前10時から午前11時50分までの間

場 所 神奈川県栄警察署

出 席 者
１ 警察署協議会側

友谷拓美、内田勅顯、中村友彦、伏見和久、山田祐介、乙川利恵子

計６人

２ 警察署側

署長 有馬美奈子、調査官 難波和央、会計課長 柳川直子

生活安全課長 島藤有謙、地域課長 小平澤盛揮、刑事課長 立山英輝

交通課長 柴田伸一、警備課長 夏井慎太郎

計８人

警察署協議会からの答申に対する措置結果の説明

１ 諮問

災害対策について

２ 答申

・ 引き続き関係機関と情報共有を図り、連携した災害訓練を実施して

ほしい。

・ 災害発生を想定した訓練として、信号機操作や滅灯時の手信号など

署員全員ができるよう教養や訓練を実施してほしい。

・ 災害発生時における警察の役割を区民に対し可視化してはどうか。

・ テロ訓練の実施状況など、実際に区民に見せるために周知してはど

議事要旨 うか。

・ 災害発生時の治安維持のためパトロールしてほしい。

３ 措置結果の説明

・ 継続的に消防署や区役所等の関係機関と合同訓練や情報交換を継続

しており、引き続き連携強化に努めていく。

・ 停電時を想定した活動訓練を実施し、負傷者の搬送訓練、投光器の

使用要領、信号機の非常電源の接続要領等を行った。

また、署員に対する災害対策訓練及び教養は毎年複数回実施してお

り、今後も各課と連携して訓練を継続する。

・ 災害時の警察の役割についてビラを作成し、「秋の交通安全運動キ

ャンペーン」の場で区民に対してパネル展示を行うとともに、ビラを

配布して周知を図った。

・ これまで実施したテロ災害対策訓練については、マスコミ各社に対

する広報は実施していたものの、区民への事前周知は行っていなかっ



たことから、今後は区民に対して当署のＸ（旧ツイッター）等による

事前周知を検討する。

諮問

ホームページの効果的な情報発信について

答申

○ 事件や事故が起きやすい場所など、ビジュアル的で、より具体的な事

件等の内容を発信してほしい。

○ より親しみの持てる内容や、何度もアクセスしたくなるような情報を

発信してほしい。

○ 事件、事故の速報をホームページのトップに表示してはどうか。

業務説明

令和５年７月から９月までの業務推進結果及び同年10月から12月までの

業務推進重点についての説明を行った。

視察

電動キックボードに関する視察を実施した。

視察後の協議会からの意見

○ 電動キックボードが普及していった場合、年齢制限の問題で学校などの教育の場
でも対策を講じていく必要があるのではないか。

○ 普及には駐車場所の整備も必要ではないか。

○ さらに普及していく前に、安全教育を行って事故やトラブルを未然に防いではど

うか。


